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全国地震データ流通ネットワーク
JDXnetと熊本地震の臨時観測について

事例紹介

1



JDXnet
我が国の地震観測網

（高感度＋広帯域地震観測データ）

広帯域地震観測点
（約１２０地点）

高感度地震観測点
（約１２００地点）
＋臨時観測

観測機関： 気象庁、防災科研、国立9大学、JAMSTEC、産総研など2



JDXnet

全国の大学等
研究機関

東大地震研
衛星中継局

防災科研
データセンター

気象庁各管区

TDX

JDXnet

全国地震データ流通基盤システム

広域Ｌ２網
SINET5 / JGN

他機関との
データ交換

観測点からの
データ収集用

機関間のデータ収配信
（全国地震データ交換・

流通システム）

フレッツグループ

フレッツグループ

拠点大学 観測所

全国の観測機関との共同事業

アクセス回線として
フレッツグループを共用

全国の地震波形データが
全国どこでもリアルタイムで

利用可能

現在 SINET5、新JGN、フレッツ回線などで構築
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高感度地震観測網
気象庁
国立大学
防災科学技術研究所
海洋研究開発機構、他

つくばWAN

東大地震研

九州大学

名大

東北大

京大防災研

鹿児島大

高知大

弘前大

北大

広島大学

JGN-X広域L2網による

地震データ交換・流通ネットワーク 2016.3迄

震研和歌山
震研広島

金沢大

地震データ集配信装置

構内専用光／VLAN

NTTフレッツグループ

気象庁

防災科研

JDXnet2005年9月～ＪＧＮⅡで試験運用開始
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再送機能有り

九大
島原

地震研
TDX

名大

東北大
100Mbps

100Mbps

100Mbps

100Mbps
100Mbps

京大
防災研

各大学から配信
(broadcast)

全データを受信
(データ交換)

540KB/s

7.1KB/s

2.1KB/s

9.7KB/s

9.0KB/s

広域L2網によるデータ交換方式の概要
JDXnet
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高感度地震観測網
気象庁
国立大学
防災科学技術研究所
海洋研究開発機構、他

気象庁・防災科研 東大地震研

九州大学

名大

東北大

京大防災研

鹿児島大

高知大

弘前大

北大

広島大学

海洋研究開発機構

長崎大学

SINET4広域L2網による

地震データ交換・流通ネットワーク 2016.3迄

震研和歌山
震研広島

金沢大

地震データ集配信装置

構内専用光／VLAN

NTTフレッツグループ

JDXnet2007年12月～ＳＩＮＥＴ3でも構築

6



地震データ集配信装置

SINET4/JGN-X/フレッツ回線による

データ交換回線の二重化

構内 光／VLAN

NTTフレッツ

① JGN-X/SINET4 二重化
② JGN-X/フレッツ 二重化
③ SINET4/フレッツ 二重化
④ 異なるフレッツ網 二重化

①

②

③

④

A
B

可能な限り二重化

JDXnet2007年12月～SINET3/JGN2plusで本格運用開始
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すべての機関のデータを使って
震源・マグニチュード等を決定（気象庁）

すべての機関のデータを公開

（防災科研 ） Hi-netのホームページ

全国の地震観測データの公開

全国の観測機関の共同事業

大学、気象庁、防災科研などの
すべての機関の地震データが
一元化処理されて一般に公開
（気象庁） （防災科研）
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全国地震データ利用システム WWWシステム(９箇所)

北海道大学 弘前大学 東北大学

東京大学地震研究所 名古屋大学 京都大学防災研究所

高知大学 九州大学 鹿児島大学

WWWを用いてインターネットで全国の研究者にデータ提供

（９大学で統一された利用者インタフェースを実現）

（各大学が収集整理した，地域別地震観測データの提供）
提供中の観測データ（大学）
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10

SINET5と新JGNの
活用について

JDXnet

データ流通ワークショップ 2016.3.29 ＠地震研



高感度地震観測網
気象庁
国立大学
防災科学技術研究所
海洋研究開発機構、他

気象庁・防災科研 東大地震研

九州大学

名大

東北大

京大防災研

鹿児島大

高知大

弘前大

北大

広島大学

海洋研究開発機構

長崎大学

SINET5広域L2網による

地震データ交換・流通ネットワーク 2016.4～

震研和歌山
震研広島

金沢大

地震データ集配信装置

構内専用光／VLAN

NTTフレッツグループ

JDXnetSINET5 の活用の現状
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SINETと各大学ネットワーク関係者
のおかげでスムーズに移行された。
JGN-Xのバックアップルートも活躍



高感度地震観測網
気象庁
国立大学
防災科学技術研究所
海洋研究開発機構、他

東大地震研

九州大学

名大

東北大

京大防災研

鹿児島大

高知大

弘前大

北大

広島大学

新JGN広域L2網による

地震データ交換・流通ネットワーク

震研和歌山
震研広島

金沢大

地震データ集配信装置

専用（的）回線

NTTフレッツグループ

JDXnet新ＪＧＮの活用の現状
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気象庁・防災科研

進行中

参加大学担当者とJGN関係者のお
かげでバックアップルートも何とか
維持できる予定！



地震データ集配信装置

SINET5・新JGN・フレッツ回線による

データ交換回線の二重化

構内 光／VLAN

NTTフレッツ

① JGN/SINET5 二重化
② JGN/フレッツ 二重化
③ SINET5/フレッツ 二重化
④ 異なるフレッツ網 二重化

①

②

③

④

A
B

可能な限り二重化

JDXnet複数ルートの問題

13

新JGN+フレッツ回線によるバッ
クアップルート構築（作業進行中）



地震データ集配信装置

新JGNの

IP仮想サービスの利用(申請中)

構内 光／VLAN

NTTフレッツ

① JGN/SINET5 二重化
② JGN/フレッツ 二重化
③ SINET5/フレッツ 二重化
④ 異なるフレッツ網 二重化

①

②

③

④

A
B

可能な限り二重化

JDXnet
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障害時のバックアップ
新たなデータ提供方法の開発

（予定）

クラウド型データ蓄積拠点の構築
全国の地震データを蓄積
（１～６ヶ月程度）



全国の観測機関との共同事業

2016年4月14日21:26熊本
地震（M6.5)の臨時合同観
測の臨時観測点配置計画
図(4/15作成)

参加機関（代表）
九州大学、東大地震研、名大、
北海道大学、鹿児島大学、
東北大学、京都大学、など

4月15日から設置開始。
現地収録型（機動性が高い）
テレメータ型（JDXnetで全国
にリアルタイムで配信）

緊急時の合同観測における活用例
(熊本地震の臨時合同観測の場合)

テレメータ観測点の概要



JDXnet

全国の大学等
研究機関

東大地震研
衛星中継局

防災科研
データセンター

気象庁各管区

TDX

JDXnet

全国地震データ流通基盤システム

広域Ｌ２網
SINET5 / JGN

他機関との
データ交換

観測点からの
データ収集用

機関間のデータ収配信
（全国地震データ交換・

流通システム）

フレッツグループ

フレッツグループ

拠点大学 観測所

全国の観測機関との共同事業

アクセス回線として
フレッツグループを共用

全国の地震波形データが
全国どこでもリアルタイムで

利用可能

現在 SINET5、新JGN、フレッツ回線などで構築
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熊本地域の地震活動 1999年～2000年

熊本

前から地震活動はあったた
め九大が観測点を密に設置



4月14日21:26熊本地震（M6.5)の後の状況

熊本熊本

4月14日の地震で停電
し、近傍の観測点が欠測し
た

臨時合同観測実施へ



熊本地震の臨時合同観測

全国の観測機関との共同事業

2016年4月16日1:25熊本
地震（M7.3)の後の臨時合
同観測点の配置

参加機関（代表）
①九州大学、京大グループ
②東大、名古屋大グループ
③北大、鹿大、東北大グループ

設置機材
現地収録型（機動性が高い）
テレメータ型（JDXnetで全国
にリアルタイムで配信）

テレメータ観測点の概要

地震データ流通ネットワークJDXnetの
おかげで多くの機関・研究者が参加する
合同観測がスムーズに実施できる！
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